
○
経
済
産
業
省
告
示
第
八
十
六
号

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
供
給
設
備
、
消
費
設
備
及
び
特
定
供
給
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
等
の
細
目
を
定
め
る
告
示

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

供
給
設
備
、
消
費
設
備
及
び
特
定
供
給
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
等
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

（
改
正
の
対
象
と
な
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
一
条

供
給
設
備
、
消
費
設
備
及
び
特
定
供
給
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
等
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
平
成
九
年
通

商
産
業
省
告
示
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
、
別
表
に
よ
り
改
正
す
る
。

第
二
条

前
条
に
定
め
る
表
中
の
傍
線
及
び
二
重
傍
線
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線



を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
こ
と
。

二

条
項
番
号
そ
の
他
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
を
改
正
前
欄

に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
規

定
を
削
り
、
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
改
正
前
欄
に
掲

げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
対
象
規
定
を
加
え
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
供
給
設
備
、
消
費
設
備
及
び
特
定
供
給
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
等
の
細
目
を
定
め
る
告
示
（
以
下
「
旧
告
示
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
ゴ
ム

管
（
そ
の
両
端
が
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
五
号
に
規
定
す
る
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
及

び
第
六
号
ハ
に
規
定
す
る
過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
接
続
具
の
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
四
年



四
月
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
告
示
第
十
条
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
、
第
三
号
及
び
第
四
号
の
液
化
石
油

ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
ホ
ー
ス
部
分
が
鋼
線
で
補
強
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
屋
内
で
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
、
現
に
旧
告
示
第
十
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
ゴ
ム
管

又
は
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
、
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
ゴ
ム

管
又
は
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
（
そ
の
両
端

に
ゴ
ム
継
手
の
付
い
た
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
ゴ
ム
管
又
は
両
端

に
迅
速
継
手
の
付
い
た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
を
用
い
た
末
端
ガ
ス
栓
と
燃
焼
器
と
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
官
報
掲
載
時
は
【
別
表
】
の
体
裁
に
よ
る
新
旧
対
照
表
を
挿
入



供
給
設
備
、
消
費
設
備
及
び
特
定
供
給
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
等
の
細
目
を
定
め
る
告
示
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表
（
第
一
条
関
係
）

別
表

改

正

後

改

正

前

(

圧
力
計
の
設
置
等)
(

圧
力
計
の
設
置
等)

第
二
条

規
則
第
十
八
条
第
三
号
ワ
及
び
規
則
第
五
十
三
条
第
二
号
ヨ
に
規

第
二
条

規
則
第
十
八
条
第
三
号
ワ
及
び
規
則
第
五
十
三
条
第
二
号
ヨ
に
規

定
す
る
圧
力
計
は
、
す
べ
て
の
貯
槽
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て
設
け

定
す
る
圧
力
計
は
、
す
べ
て
の
貯
槽
に
次
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

［
号
を
削
る
。
］

一

圧
力
計
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｂ
七
五
〇
五
―
一
ア
ネ
ロ
イ
ド
型
圧
力

計
―
第
一
部

ブ
ル
ド
ン
管
圧
力
計
又
は
こ
れ
と
同
等
程
度
以
上
の
性

：

能
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
測
定
範
囲
が
当
該
設
備
の
常
用
の

圧
力
を
適
切
に
測
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一

圧
力
計
は
、
一
年
ご
と
に
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）

二

圧
力
計
は
、
一
年
ご
と
に
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）

第
百
四
十
四
条
第
一
項
の
登
録
事
業
者
が
同
法
第
百
三
十
五
条
第
一
項

第
百
四
十
四
条
第
一
項
の
認
定
事
業
者
が
同
法
第
百
三
十
五
条
第
一
項

の
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正
等
を
さ
れ
た
計
量
器
を
用
い
て
同
法
第
百

の
特
定
標
準
器
に
よ
る
校
正
等
を
さ
れ
た
計
量
器
を
用
い
て
同
法
第
百

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
圧
力
基
準
器
に
対
応
す
る
期

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
圧
力
基
準
器
に
対
応
す
る
期

間
内
に
校
正
を
行
っ
た
圧
力
計
で
あ
っ
て
当
該
圧
力
計
と
同
じ
種
類
の

間
内
に
校
正
を
行
っ
た
圧
力
計
で
あ
っ
て
当
該
圧
力
計
と
同
じ
種
類
の

圧
力
基
準
器
と
同
じ
若
し
く
は
よ
り
高
い
精
度
の
も
の
又
は
同
法
第
七

圧
力
基
準
器
と
同
じ
若
し
く
は
よ
り
高
い
精
度
の
も
の
又
は
同
法
第
七

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
検
定
証
印
を
付
さ
れ
て
い
る
圧
力
計
で
あ
っ

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
検
定
証
印
を
付
さ
れ
て
い
る
圧
力
計
で
あ
っ

て
検
定
に
合
格
し
た
後
一
年
以
内
に
あ
る
も
の
（
比
較
を
行
お
う
と
す

て
検
定
に
合
格
し
た
後
一
年
以
内
に
あ
る
も
の
（
比
較
を
行
お
う
と
す

る
圧
力
計
の
比
較
の
た
め
の
適
当
な
種
類
の
も
の
に
限
る
。
）
と
比
較

る
圧
力
計
の
比
較
の
た
め
の
適
当
な
種
類
の
も
の
に
限
る
。
）
と
比
較

し
た
場
合
に
お
け
る
計
量
値
の
誤
差
が
当
該
圧
力
計
の
目
量
の
二
分
の

し
た
場
合
に
お
け
る
計
量
値
の
誤
差
が
当
該
圧
力
計
の
目
量
の
二
分
の

一
（
一
定
間
隔
を
も
っ
て
断
続
的
に
指
示
又
は
記
録
を
す
る
装
置
を
有

一
（
一
定
間
隔
を
も
っ
て
断
続
的
に
指
示
又
は
記
録
を
す
る
装
置
を
有

す
る
圧
力
計
の
場
合
に
あ
っ
て
は
通
常
用
い
ら
れ
る
測
定
範
囲
の
最
大

す
る
圧
力
計
の
場
合
に
あ
っ
て
は
通
常
用
い
ら
れ
る
測
定
範
囲
の
最
大

値
の
千
分
の
五
）
以
内
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
毎
年
定
期
に
同
法
第

値
の
千
分
の
五
）
以
内
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
毎
年
定
期
に
同
法
第

十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
検
定
を
受
け
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
に

十
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
検
定
を
受
け
て
こ
れ
に
合
格
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

規
則
第
十
八
条
第
三
号
ワ
及
び
第
五
十
三
条
第
二
号
ヨ
に
規
定
す
る
安

２

規
則
第
十
八
条
第
三
号
ワ
及
び
第
五
十
三
条
第
二
号
ヨ
に
規
定
す
る
安



全
弁
は
バ
ネ
式
安
全
弁
と
し
、
す
べ
て
の
貯
槽
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

全
弁
は
バ
ネ
式
安
全
弁
と
し
、
す
べ
て
の
貯
槽
に
次
の
第
一
号
か
ら
第
四

い
も
の
と
す
る
。

号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
従
っ
て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

。

［
号
を
削
る
。
］

一

構
造
及
び
材
質
は
、
当
該
バ
ネ
式
安
全
弁
を
設
け
る
貯
槽
内
に
あ
る

液
化
石
油
ガ
ス
の
圧
力
及
び
温
度
並
び
に
当
該
液
化
石
油
ガ
ス
に
よ
る

腐
し
ょ
く
に
耐
え
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

［
号
を
削
る
。
］

二

次
号
に
定
め
る
バ
ネ
式
安
全
弁
に
係
る
規
定
吹
出
し
量
は
、
式
の
算

式
に
よ
り
得
ら
れ
た
所
要
吹
出
し
量
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭

和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
現
在
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く
は

変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
貯
槽
に
係
る
バ
ネ
式
安
全
弁
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
Ｗ
、
Ｓ
、
Ｌ
、
Ｆ
及
び
Ｈ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

１

数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｗ

一
時
間
当
た
り
の
所
要
吹
出
し
量
（
単
位

キ
ロ
グ
ラ
ム
毎

１

時
）
の
数
値

Ｓ

貯
槽
の
外
表
面
積
（
単
位

平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
数
値

Ｌ

吹
出
し
量
決
定
圧
力
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
の
蒸
発
潜
熱
（
単
位

ジ
ュ
ー
ル
）
の
数
値

Ｆ

全
表
面
に
七
リ
ッ
ト
ル
毎
平
方
メ
ー
ト
ル
・
分
以
上
の
水
を

噴
霧
す
る
水
噴
霧
装
置
又
は
全
表
面
に
十
リ
ッ
ト
ル
毎
平
方
メ

ー
ト
ル
・
分
以
上
の
水
を
散
水
す
る
散
水
装
置
を
設
け
た
場
合

に
あ
っ
て
は
〇
・
六
、
地
盤
面
下
に
埋
設
し
た
場
合
に
あ
っ
て

は
〇
・
三
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
一
・
〇



Ｈ

直
射
日
光
及
び
他
の
熱
源
か
ら
の
入
熱
に
よ
る
補
正
係
数
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
得

ら
れ
た
数
値

イ

直
射
日
光

（6
5

t)

×

(
²

：

)

－

ａ
ｍ

日
光

を
受

け
る

面
積

ロ

他
の
熱
源

入
熱
量
（J

²
･

）
×

（

²

：

)
／

ｍ
ｈ

ａ
ｍ

熱
を

受
け

る
面

積

［
号
を
削
る
。
］

三

規
定
吹
出
し
量
は
、
次
の
算
式
に
よ
り
計
算
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
現
在
現
に
設
置
さ
れ
、
又
は
設
置
若
し
く

は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
貯
槽
に
係
る
バ
ネ
式
安
全
弁

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
式
に
お
い
て
Ｋ
、
Ｐ
、
Ａ
、
Ｗ
、
Ｃ
、
Ｔ
、
Ｍ
、
Ｋ
及
び
Ｚ
は

２

、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

Ｗ

規
定
吹
出
し
量
（
単
位

キ
ロ
グ
ラ
ム
毎
時
）
の
数
値

２Ｋ

表
第
一
に
示
す
吹
出
し
係
数
の
数
値

Ｃ

表
第
二
に
示
す
数
値

Ｐ

第
四
号
に
定
め
る
吹
出
し
量
決
定
圧
力
（
単
位

絶
対
圧
力

に
よ
り
表
示
さ
れ
た
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）
の
数
値

Ａ

吹
出
し
面
積
（
単
位

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
数
値

Ｍ

液
化
石
油
ガ
ス
の
分
子
量
の
数
値

Ｔ

吹
出
し
量
決
定
圧
力
に
お
け
る
液
化
石
油
ガ
ス
の
温
度
（
単

位

絶
対
温
度
）

Ｚ

図
に
示
す
圧
縮
係
数
の
数
値
。
た
だ
し
不
明
の
場
合
の
Ｚ
は

、
一
・
〇
と
す
る
。

表
第
一

［
略
］

表
第
一

［
略
］



表
第
二

［
略
］

表
第
二

［
略
］

図

［
略
］

図

［
略
］

［
号
を
削
る
。
］

四

吹
出
し
量
決
定
圧
力
は
、
許
容
圧
力
の
一
・
二
倍
以
下
の
圧
力
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
日
現
在
現
に
設
置
さ
れ

、
又
は
設
置
若
し
く
は
変
更
の
た
め
の
工
事
に
着
手
し
て
い
る
貯
槽
に

係
る
バ
ネ
式
安
全
弁
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
機
能
）

［
条
を
削
る
。
］

第
七
条

規
則
第
十
八
条
第
二
十
二
号
イ
の
告
示
で
定
め
る
機
能
を
有
す
る

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
、
遮
断
弁
を
有
す
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
使
用
最
大
流
量
に
応
じ

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
及
び
下
欄
に
掲
げ
る
ガ
ス
流
量
を
検
知
し
た

と
き
に
自
動
的
に
遮
断
弁
を
閉
止
す
る
も
の

二

継
続
し
て
使
用
す
る
時
間
が
通
常
よ
り
著
し
く
長
い
場
合
に
自
動
的

に
遮
断
弁
を
閉
止
す
る
も
の
（
使
用
最
大
流
量
が
三
立
方
メ
ー
ト
ル
毎

時
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）

三

〇
・
〇
〇
五
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え
な
い
液
化
石
油
ガ
ス
の
漏

え
い
を
検
知
し
、
か
つ
、
漏
え
い
を
検
知
し
た
と
き
に
表
示
を
行
う
も

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
使
用
最
大
流

量

合
計
流
量
遮
断
ガ
ス
流
量

増
加
流
量
遮
断
ガ
ス
流
量

四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
下

〇
・
九
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時

以
上
五
・
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

毎
時
以
下

〇
・
九
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時

以
上
使
用
最
大
流
量
以
下

四
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
を
超
え

四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時
以
下

使
用
最
大
流
量
の
一
・
二
五

倍

二
・
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
時

以
上
使
用
最
大
流
量
以
下



の
（
硬
質
管
等
の
規
格)

［
条
を
削
る
。
］

第
八
条

規
則
第
四
十
四
条
第
一
号
ル
の
告
示
で
定
め
る
硬
質
管
等
の
規
格

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

硬
質
管

イ

金
属
管
の
材
料
及
び
構
造

材
料
は
、
鋼
（
耐
食
性
の
あ
る
も
の
又
は
表
面
に
耐
食
処
理
を

(1)
施
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
鋳
鉄
（
表
面
に
耐
食
処

理
を
施
し
た
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
銅
、
銅
合
金
又
は

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
で
あ
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
及
び
燃
焼
器
と
の
接
続
部
の
ね
じ
は
、
日
本
工
業

(2)
規
格
Ｂ
〇
二
〇
三
管
用
テ
ー
パ
ね
じ
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ

金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
の
材
料
及
び
構
造

可
と
う
管
部
分
に
用
い
る
材
料
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
又
は
銅
合

(1)
金
で
あ
る
こ
と
。

可
と
う
管
部
分
は
、
長
手
方
向
に
波
形
の
断
面
形
状
を
有
し
、

(2)
か
つ
、
容
易
に
曲
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

継
手
部
分
に
用
い
る
材
料
は
、
鋼
、
鋳
鉄
又
は
銅
合
金
で
あ
る

(3)
こ
と
。

可
と
う
管
部
分
と
継
手
部
分
と
は
、
フ
レ
ア
接
続
又
は
ろ
う
付

(4)
け
に
よ
り
確
実
に
接
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
及
び
燃
焼
器
と
の
接
続
部
の
ね
じ
は
、
イ

に
よ

(5)

(2)

る
こ
と
。

二

液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
の
材
料
及
び
構
造

液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和

四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）
別
表
第
一
第
十
五
号
に
規
定

す
る
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
（
器
具
省
令
別
表
第



三
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

三

低
圧
ホ
ー
ス
（
そ
の
両
端
が
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
で
き
る
も
の
に

限
る
。
）
の
材
料
及
び
構
造

イ

ホ
ー
ス
部
分
は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
よ
る
こ
と
。

(1)

(4)

耐
熱
性
、
難
燃
性
及
び
耐
老
化
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(1)
。

十
分
な
引
張
強
さ
及
び
可
と
う
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(2)
。

内
層
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(3)

外
層
は
、
耐
候
性
及
び
耐
食
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(4)
ロ

継
手
部
分
の
材
料
は
、
次
の

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(1)

(2)

鋼
、
銅
合
金
、
亜
鉛
合
金
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
又
は
耐
熱
性
、
耐

(1)
候
性
及
び
難
燃
性
を
有
す
る
合
成
樹
脂
で
あ
る
こ
と
。

液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(2)
ハ

継
手
部
分
の
構
造
は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
よ
る
こ
と
。

(1)

(5)

形
状
及
び
寸
法
は
、
次
の
図
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
基
準
Ｋ

(1)
Ｈ
Ｋ
Ｓ
〇
七
二
一
附
属
書
２
に
掲
げ
る
接
続
部
の
図
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
こ
と
。

図

［
略
］

通
常
の
使
用
状
態
に
お
け
る
衝
撃
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(2)
。

プ
ラ
グ
と
ソ
ケ
ッ
ト
と
の
着
脱
は
、
円
滑
か
つ
確
実
に
で
き
る

(3)
も
の
で
あ
る
こ
と
。

プ
ラ
グ
と
ソ
ケ
ッ
ト
を
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
、
接
続
部
分

(4)
は
十
分
な
気
密
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

プ
ラ
グ
又
は
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ら
を
接
続
す
る
燃
焼
器
の
ソ

(5)
ケ
ッ
ト
又
は
プ
ラ
グ
（
接
続
具
を
含
む
。
）
か
ら
外
し
た
場
合
に

液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
を
自
動
的
に
遮
断
す
る
機
構
を
有
す
る
も



の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

ホ
ー
ス
部
分
と
継
手
部
分
と
の
接
合
は
、
次
の

及
び

に
よ
る

(1)

(2)

こ
と
。か

し
め
等
に
よ
り
堅
固
に
接
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

(1)

十
分
な
耐
圧
性
能
及
び
気
密
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(2)
。

四

ゴ
ム
管

イ

ゴ
ム
管
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
材
料
は
、
次
の

か
(1)

ら

ま
で
に
よ
る
こ
と
。

(3)
耐
熱
性
及
び
難
燃
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(1)

前
号
イ

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(2)

(2)

(4)

内
層
は
耐
老
化
性
を
有
し
、
か
つ
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ

(3)
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

ゴ
ム
管
（
そ
の
両
端
が
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
で
き
る
も
の
に
限

る
。
）
の
材
料
及
び
構
造

ホ
ー
ス
の
部
分
は
、
イ
に
よ
る
こ
と
。

(1)

継
手
部
分
は
、
前
号
ロ
及
び
ハ
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
基
準
Ｋ

(2)
Ｈ
Ｋ
Ｓ
〇
七
二
一
附
属
書
２
に
掲
げ
る
接
続
部
の
図
を
除
く
。
）

に
よ
る
こ
と
。

ホ
ー
ス
部
分
と
継
手
部
分
と
の
接
合
は
、
前
号
ニ
に
よ
る
こ
と

(3)
。

五

塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス

イ

塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
（
そ
の
両
端
が
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
で
き

る
も
の
に
限
る
。
）
材
料
及
び
構
造

ホ
ー
ス
部
分
は
次
の

か
ら

ま
で
に
よ
る
こ
と
。

(1)

(ⅰ)

(ⅳ)

耐
熱
性
、
耐
候
性
、
難
燃
性
、
耐
老
化
性
及
び
耐
食
性
を
有

(ⅰ)
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
三
号
イ

に
よ
る
こ
と
。

(ⅱ)

(2)



液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(ⅲ)

踏
圧
に
十
分
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(ⅳ)
継
手
部
分
は
、
第
三
号
ロ
及
び
ハ
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
基
準

(2)
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｓ
〇
七
二
一
附
属
書
２
に
掲
げ
る
接
続
部
の
図
を
除
く
。

）
に
よ
る
こ
と
。

ホ
ー
ス
部
分
と
継
手
部
分
と
の
接
合
は
、
第
三
号
ニ
に
よ
る
こ

(3)
と
。

ロ

塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
（
そ
の
両
端
が
ゴ
ム
継
手
に
よ
り
接
続
で
き

る
も
の
に
限
る
。
）
の
材
料
及
び
構
造

ホ
ー
ス
部
分
は
、
イ

に
よ
る
こ
と
。

(1)

(1)

ゴ
ム
継
手
部
分
の
材
料
は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
よ
る
こ
と

(2)

(ⅰ)

(ⅲ)

。

耐
熱
性
、
耐
候
性
、
難
燃
性
、
耐
老
化
性
及
び
耐
食
性
を
有

(ⅰ)
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
分
な
引
張
強
さ
及
び
適
切
な
硬
さ
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

(ⅱ)
こ
と
。

液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(ⅲ)
ゴ
ム
継
手
部
分
の
構
造
は
、
次
の

か
ら

ま
で
に
よ
る
こ
と

(3)

(ⅰ)

(ⅲ)

。

形
状
及
び
寸
法
は
、
次
の
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

(ⅰ)

図

［
略
］末

端
ガ
ス
栓
の
出
口
側
取
付
部
又
は
燃
焼
器
の
取
入
部
（
以

(ⅱ)
下
「
取
付
部
等
」
と
い
う
。
）
と
の
着
脱
が
確
実
に
で
き
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

取
付
部
等
と
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
、
接
続
部
分
は
十
分

(ⅲ)
な
気
密
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
ー
ス
部
分
と
ゴ
ム
継
手
部
分
と
の
接
合
は
、
第
三
号
ニ
に
よ

(4)
る
こ
と
。



六

接
続
具

イ

ね
じ
接
続
型
接
続
具
の
材
料
及
び
構
造

材
料
は
、
鋼
又
は
銅
合
金
で
あ
る
こ
と
。

(1)

パ
ッ
キ
ン
は
、
液
化
石
油
ガ
ス
に
侵
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

(2)
と
。管

と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
の
構
造
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｂ
〇

(3)
二
〇
三
管
用
テ
ー
パ
ね
じ
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｂ
〇
二
〇
七
メ
ー

ト
ル
細
目
ね
じ
で
あ
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
又
は
燃
焼
器
と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
は
、
ね
じ

(4)
に
よ
り
締
め
付
け
る
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
使
用
上
十
分
な
締
め

付
け
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
又
は
燃
焼
器
と
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
、
接
続

(5)
部
分
は
十
分
な
気
密
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

通
常
の
使
用
状
態
に
お
け
る
衝
撃
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(6)
。

ロ

迅
速
継
手
型
接
続
具
の
材
料
及
び
構
造

材
料
は
、
第
三
号
ロ

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(1)

(1)

(2)

管
と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
の
構
造
は
、
次
の

か
ら

ま
で

(2)

(ⅰ)

(ⅲ)

に
よ
る
こ
と
。

形
状
及
び
寸
法
は
、
次
の
図
１
か
ら
図
３
ま
で
の
い
ず
れ
か

(ⅰ)
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
基
準
Ｋ
Ｈ
Ｋ
Ｓ
〇
七
二
一
附
属
書
２

に
掲
げ
る
接
続
部
の
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

図
１
～
３

［
略
］

第
三
号
ハ

及
び

ま
で
に
よ
る
こ
と
。

(ⅱ)

(3)

(4)

プ
ラ
グ
（
図
３
を
除
く
。
）
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
を
外
し
た
場
合

(ⅲ)
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
を
自
動
的
に
遮
断
す
る
機
構
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
又
は
燃
焼
器
と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
は
、
ね
じ

(3)



等
に
よ
り
締
め
付
け
る
構
造
を
有
し
、
か
つ
、
使
用
上
十
分
な
締

め
付
け
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

及
び

に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
迅
速
継
手
型
接
続
具
の

(4)

(2)

(3)

構
造
は
、
イ

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(5)

(6)

ハ

過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
接
続
具
の
材
料
及
び
構
造

材
料
は
、
第
三
号
ロ

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(1)

(1)

(2)

管
と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
の
構
造
は
、
次
の

か
ら

ま
で

(2)

(ⅰ)

(ⅲ)

に
よ
る
こ
と
。

形
状
及
び
寸
法
は
、
次
の
図
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

(ⅰ)

図

［
略
］プ

ラ
グ
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
と
円
滑
か
つ
確
実
に
着
脱
で
き
る
も

(ⅱ)
の
で
あ
る
こ
と
。

プ
ラ
グ
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
と
接
続
し
た
状
態
に
お
い
て
、
接
続

(ⅲ)
部
分
が
十
分
な
気
密
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

末
端
ガ
ス
栓
又
は
燃
焼
器
と
接
続
す
る
側
の
取
付
部
の
構
造
は

(3)
、
ロ

に
よ
る
こ
と
。

(3)
管
を
外
し
た
場
合
に
液
化
石
油
ガ
ス
の
圧
力
に
よ
り
液
化
石
油

(4)
ガ
ス
の
流
出
を
自
動
的
に
遮
断
す
る
機
構
を
有
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

過
流
出
安
全
機
構
が
作
動
し
て
液
化
石
油
ガ
ス
の
流
出
が
遮
断

(5)
さ
れ
た
後
、
一
定
の
操
作
に
よ
り
作
動
状
態
を
解
除
し
得
る
機
構

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

か
ら

ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
過
流
出
安
全
機
構

(6)

(2)

(5)

を
内
蔵
す
る
接
続
具
の
構
造
は
、
イ

及
び

に
よ
る
こ
と
。

(5)

(6)

(

末
端
ガ
ス
栓
と
燃
焼
器
と
の
接
続
方
法)

（
末
端
ガ
ス
栓
と
燃
焼
器
と
の
接
続
方
法
）

第
十
条

規
則
第
四
十
四
条
第
一
号
ヲ
の
告
示
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各

第
十
条

規
則
第
四
十
四
条
第
一
号
ヲ
の
告
示
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各

号
の
と
お
り
と
す
る
。

号
の
と
お
り
と
す
る
。

一

末
端
ガ
ス
栓
（
過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と

一

末
端
ガ
ス
栓
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
移
動
式
燃
焼
器



移
動
式
燃
焼
器
と
は
、
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る

と
は
、
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

イ

直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
用
継

手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
を
用
い
て
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

ロ

金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
用
継

ロ

両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
低
圧
ホ
ー
ス
、
両
端
に
迅
速
継
手
の

手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
（
以
下
単
に
「
低
圧
ホ
ー
ス
」
と
い
う
。
）

付
い
た
ゴ
ム
管
又
は
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー

（
屋
内
で
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ホ
ー
ス
部
分
が
鋼
線
で
補

ス
を
用
い
て
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

強
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
、
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
用
い
て
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

両
端
に
ね
じ
又
迅
速
継
手
の
付
い
た
燃
焼
器
用
ホ
ー
ス
（
ホ
ー
ス

ハ

直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

部
分
が
鋼
線
で
補
強
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
、
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
用
い
て
ね
じ
又
は
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二

末
端
ガ
ス
栓
（
過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と

［
号
を
加
え
る
。
］

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
燃
焼
器
以
外
の
燃
焼
器
と
は
、
次
の
イ
又
は
ロ

に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
、
低
圧
ホ
ー
ス
又
は
両
端

に
ね
じ
又
迅
速
継
手
の
付
い
た
燃
焼
器
用
ホ
ー
ス
を
用
い
て
ね
じ
に

よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
末
端
ガ
ス
栓
と
移
動
式
燃
焼
器
と
は

二

過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
末
端
ガ
ス
栓
と
移
動
式
燃
焼
器
と
は

、
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
又
は
ニ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

、
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

イ

金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
、
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手

金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
、
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
低
圧
ホ
ー
ス
、

両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
ゴ
ム
管
又
は
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い

た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
号
イ
又
は

ロ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。



ロ

金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
又
は
低
圧
ホ
ー
ス
を
用
い

ロ

ゴ
ム
管
（
そ
の
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
も
の
を
除
く
。
）
又

て
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

は
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
（
そ
の
両
端
に
ゴ
ム
継
手
の
付
い
た
も
の
に

限
る
。
）
を
用
い
る
場
合
は
、
接
続
部
が
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で
締
め
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

両
端
に
ね
じ
又
迅
速
継
手
の
付
い
た
燃
焼
器
用
ホ
ー
ス
を
用
い
て

ハ

直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ね
じ
又
は
迅
速
継
手
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ

ゴ
ム
管
を
用
い
て
接
続
さ
れ
、
接
続
部
が
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で
締
め

［
号
の
細
目
を
加
え
る
。
］

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

過
流
出
安
全
機
構
を
内
蔵
す
る
末
端
ガ
ス
栓
と
前
条
第
一
号
に
掲
げ

［
号
を
加
え
る
。
］

る
燃
焼
器
以
外
の
燃
焼
器
と
は
、
第
二
号
の
イ
又
は
ロ
に
よ
り
接
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

［
号
を
削
る
。
］

三

末
端
ガ
ス
栓
と
前
二
号
の
燃
焼
器
以
外
の
燃
焼
器
と
を
接
続
す
る
場

合
は
、
直
接
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
、
又
は
金
属
管
、
金
属
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
ホ
ー
ス
若
し
く
は
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧
ホ
ー
ス
を

用
い
て
ね
じ
に
よ
り
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

［
号
を
削
る
。
］

四

金
属
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ホ
ー
ス
、
液
化
石
油
ガ
ス
用
継
手
金
具
付
低
圧

ホ
ー
ス
、
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
低
圧
ホ
ー
ス
、
両
端
に
迅
速
継

手
の
付
い
た
ゴ
ム
管
又
は
両
端
に
迅
速
継
手
の
付
い
た
塩
化
ビ
ニ
ル
ホ

ー
ス
と
末
端
ガ
ス
栓
及
び
燃
焼
器
と
を
接
続
す
る
場
合
は
、
接
続
具
（

末
端
ガ
ス
栓
に
迅
速
継
手
型
接
続
具
を
用
い
る
場
合
は
、
プ
ラ
グ
に
限

る
。
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
方
法
に
よ
る
接
続
に
お
い
て
金
属
管
を
用
い
て
接
続
す
る
と
き

［
項
を
加
え
る
。
］

は
、
接
続
具
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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